
類型的に大きく異なる日本語の獲得からの検討が必要

生成文法理論の言語獲得観：
生得的言語機能(UG)＋言語経験

母語獲得に基づく検討：
欧米の言語が中心

（共同研究員6名）

日本語に関す
る理論的研究

↓
言語の普遍性・
個別性の解明

理論研究班 獲得研究班

心理実験

発話コーパス
の分析

新たな
日本語幼児
発話コーパス
の構築

言語獲得理論・日本語獲得・周辺分野へ貢献
◇ 理論的に重要な獲得データの発掘
◇ 今後の研究の基盤となりうる発話コーパスの構築
◇ 第二言語獲得・日本語教育などへの示唆

理論・構造研究系
領域指定型共同研究プロジェクト

言語の普遍性及び多様性を司る生得的制約
：日本語獲得に基づく実証的研究
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